
免責事項
本報告書の記述には、マツダ株式会社および、そのグループ会
社の過去の事実から、将来の事業環境に関する予測、事業に関
する計画などさまざまな情報を記載しています。これらの掲載
事項は、記述した時点で入手できた情報に基づいたものであり、
将来、諸与件の変化によって異なったものとなる可能性があり
ます。読者の皆さまには、以上をご了解いただきますようお願
い申し上げます。
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C O N T E N T S

CHAPTER 1 | 

CHAPTER 2 | 

CHAPTER 3 | 

 
［ 統合報告書制作の目的 ］

株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆さまを
対象に、マツダグループが中長期的に創造する価値を財務・非
財務情報を用いて統合的にお伝えすることを目的としています。

［ 編集方針 ］

「マツダ統合報告書2023」は、当社の目指す姿や、価値創造
プロセス、カーボンニュートラル実現に向けた取り組み、サス
テナビリティの取り組みなどについてステークホルダーの皆さま
へお伝えするために発行しています。ステークホルダーの皆さ
まとの対話に資するコミュニケーションツールとして、進化させ
てまいります。

［ 参考にしたガイドライン ］

国際会計基準（IFRS）財団傘下の、 SASB（サステナビリティ会計
基準審議会）スタンダード、国際統合報告評議会（IIRC）国際
統合報告フレームワーク、経済産業省「価値協創ガイダンス」
など。
SASB対照表　https://www.mazda.com/ja/sustainability/guideline/

［ 報告期間 ］

2022年4月から2023年3月を中心に報告（一部、2023年4

月以降の取り組みも報告しています）。

［ 対象組織 ］

マツダ株式会社およびグループ会社を含むマツダグループ全体
について報告（マツダグループ全体を対象にしていない場合は、
個々に対象範囲を記載）。

［ 発行時期 ］

日本語版 ： 2023年10月、英語版 ： 2023年12月予定

 
［ 統合報告書の位置づけ ］

以下の媒体で情報開示を行っています。

財務情報 非財務情報

統合報告書

https://www.mazda.com/ja/investors/library/annual/

決算短信
有価証券報告書

https://www.mazda.
com/ja/investors/
library/

サステナビリティ
レポート

https://www.mazda.
com/ja/sustainability/
report/

コーポレートガバナ
ンスに関する報告書
https://www.mazda.
com/ja/investors/
library/governance/

ウェブサイト
株主・投資家情報

https://www.mazda.
com/ja/investors/

ウェブサイト
サステナビリティ

https://www.mazda.
com/ja/sustainability/
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